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目 的  

 

 高齢化社会に対する心理学的支援は今後ますます必要とな

る。このことを踏まえて，筆者は臨床心理学を専攻する学生

に向け，「死」を考える講義を行ってきた。 

 この講義では，１年をかけて,キューブラー・ロスならびに

ニーメイヤーの著作の講読，「死」に関するグループワーク並

びに映像視聴，エンディングノートについて外部講師による

講義，入棺体験実習を実施している。 

 今回，この講義が与えた影響について，PAC 分析（内藤，

2002）を用いたインタビュー調査を通して検討を行う。 

なお本調査実施にあたり，対象となる講義受講生には，研

究の目的について説明を行い，研究参加に同意を得ている。

加えて，本調査における利益相反は無い。 

 

方 法 

 

対象者：A大学女子学生１名 

実施時期：X年２月 

手続き：PAC 分析は以下の手続きで実施した。まず連想刺激

として，「講読での授業内容や実習での体験を振り返り，あな

たが今思うことイメージすることを，１つのイメージにつき

１枚のカードに書いてください。あわせて思い浮かんだ順に

番号もカードに記入してください」と教示し，縦 25ｍm，横

75㎜のカードに自由に記入させた。続いて，カードを記入順

に並べ，カードに記載された内容について対象者自身が重要

と思う順にカードを並べ替えさせた。その後，調査者が全て

のカードを対にし，ランダムに配置した質問紙を作成した。

その対が直感的イメージの上でどの程度似ているかを対象者

に判断させ，その近さを「非常に近い；１点」から「非常に

遠い；７点」までの７件法により採点させた。採点された結

果を，ウォード法によるクラスター分析（SPSS 

statics ver.22）をした。この際，同じ項目

の組み合わせは 0とし，その他は 7 件法での

数字を用いた。クラスター分析によって作成

されたデンドログラムから，対象者と共に群

を抽出し，それぞれの群についての内容を対

象者に吟味，報告させた。 

 

結 果 と 考 察 

 

全部で 10イメージが想起された。クラスタ

ー分析から得られたデンドログラムから，３

群を抽出した（fig.1）。１群目を「葬儀」と

意味づけし，内容の概観から「よくある葬式

のイメージではなく，誰もが悲しいけど笑顔

になれそうな，そういう仕事に就きたい私の

思いが集まっている」とし，これらは実習か

ら得たものだと述べた。２群目は「生死について」とし，内

容の概観から「死があるからこそ，死ぬとなった時に後悔し

ないよう今できることを経験してみよう。精一杯生きようと

いう思い」があり，これらは講義を通して自分が考えるよう

になったことであると述べた。３群目は「授業感想」とし，

「いろんな考え方に触れられた」ことで，広い視野で考えら

れるようになったと述べた。 

１群と２群の同異点について，１群を「プラン」，２群を「プ

ランされる側」と述べた。さらに，「死」を怖がる気持ちがあ

るから「ケア」につながること，根拠はないのに罪悪感があ

ることを述べた。１群と３群の同異点について，授業と実習

では全然違うものと考えていたと述べる。しかし，この PAC

分析を通して，そこに違いはないことに気付いたと話した。

実習に行った者同士での話合いを行ったことが大きく影響を

与えていると述べた。２群と３群の同異点について，同じと

ころは「死」にまつわる考えを知ったことと述べ，違うとこ

ろは「死」についての自分なりの結論とこだわりのようなも

のがあることと人によってその考え方はそれぞれあると述べ

た。 

さらに対象者は，２群が土台となって１群につながり，そ

して３群があるとしたうえで，「自分なりに生死について考え

たからこそ，それにまつわる仕事に就きたいと思えた。もし

も，考えずにこうした仕事に就いていたら，自分の中で罪悪

感を強く感じると思う。相手に対して，関わり方が薄いもの

になってしまう」と述べた。 

 対象者は，本講義を受講する中で葬儀社に勤めるという将

来の進路選択を行った。その進路選択に至った過程を PAC分

析により明らかにすることができた。これらを通じて，「死」

を考える講義は，対人援助職養成においてその役割を担うこ

とのできる可能性を示唆していると考えられる。 

 (KOMASA Hironori) 
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fig.1 対象者によるイメージされた語群のクラスター分析結果

生きることについて、死ぬことについてを改めて知った

死ぬことは怖いことじゃない

「自分が死ぬ」ことについて深く想像できるようになった

みんなの生死についての意見がさまざまで、聞いてて
楽しかった

（実習を通して、葬儀の仕事が）死んでしまった人の意
見、死なれた側の意見両方を聞いて、その人のために
最期をプランニングする仕事という再認識をし、自分もそ
れに関わりたいと思った

遺族側のケアにも興味をもった

葬儀が暗いものではないこと

死ぬ準備のお手伝いがあること

死ぬ側、死なれる側の気持ちの理解の大切さ

最期を演出させるお手伝いのすばらしさ
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